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(57)【要約】
　使用者のまつげに組成物を塗布するための塗布具が提供される。当該塗布具は、大区画
、中区画および小区画を有する塗布具要素を含み、それぞれ、使用者のまつげの外域部分
、中域部分および内域部分を、組成物（例えばマスカラ）で被覆するよう適合される。塗
布具要素の３つの区画は、組成物を凝集することなく均一な塗布を促進するようにサイズ
化され、離間したブリッスルを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製品をまつげに塗布するための塗布具であって、当該塗布具は、
　塗布具要素の近位の端部に直接的または間接的に取り付けられるハンドルを備え、
　前記塗布具要素は、近位の端部からその遠位の端部まで、連続して、第１の区画、第２
の区画および第３の区画を備える概して細長い胴部を有し、
　それぞれの前記区画は、前記胴部から放射状に延びている複数のブリッスルを備え、
　隣接するブリッスルの間の間隔は、前記第１の区画において最も大きく、前記第３の区
画において最も小さい、塗布具。
【請求項２】
　それぞれの区画における最も長いブリッスルは、それぞれの他の区画における最も長い
ブリッスルの長さとは異なる、請求項１に記載の塗布具。
【請求項３】
　それぞれの区画内の前記ブリッスルの長さは、それぞれの区画に対して概して卵形また
は球形の外観を与えるように変化している、請求項１に記載の塗布具。
【請求項４】
　前記ハンドルは、延長したロッドによって、前記塗布具要素の前記近位の端部に接続さ
れている、請求項１に記載の塗布具。
【請求項５】
　前記第１の区画の隣接するブリッスルは、約２ｍｍから約３ｍｍ離れている、請求項１
に記載の塗布具。
【請求項６】
　前記第２の区画の隣接するブリッスルは、約１．５ｍｍから約２ｍｍ離れている、請求
項１に記載の塗布具。
【請求項７】
　前記第３の区画の隣接するブリッスルは、約１ｍｍから約１．５ｍｍ離れている、請求
項１に記載の塗布具。
【請求項８】
　前記第１の区画の隣接するブリッスルは、約２ｍｍから約３ｍｍ離れており、
　前記第２の区画の隣接するブリッスルは、約１．５ｍｍから約２ｍｍ離れており、
　前記第３の区画の隣接するブリッスルは、約１ｍｍから約１．５ｍｍ離れている、請求
項１に記載の塗布具。
【請求項９】
　前記第１の区画の最も長いブリッスルは、前記第２の区画の最も長いブリッスルよりも
長く、
　前記第２の区画の最も長いブリッスルは、前記第３の区画の最も長いブリッスルよりも
長い、請求項１に記載の塗布具。
【請求項１０】
　前記第１の区画、前記第２の区画および前記第３の区画のブリッスルは、約０．５ｍｍ
の直径を有している、請求項１に記載の塗布具。
【請求項１１】
　前記胴部は曲がっている、請求項１に記載の塗布具。
【請求項１２】
　前記第１の区画、前記第２の区画および前記第３の区画を含む前記胴部は、成型された
プラスチックである、請求項１に記載の塗布具。
【請求項１３】
　前記第２の区画は前記第１の区画に取り外し可能に取り付けられ、前記第３の区画は前
記第２の区画に取り外し可能に取り付けられている、請求項１に記載の塗布具。
【請求項１４】
　前記第１の区画は約６０から約８０のブリッスルを含み、前記第２の区画は約６０から
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８０のブリッスルを含み、前記第３の区画は約７０から９０のブリッスルを含む、請求項
１に記載の塗布具。
【請求項１５】
　さらに、前記胴部の前記遠位の端部において細部用チップを備える、請求項１に記載の
塗布具。
【請求項１６】
　前記細部用チップは、前記胴部の前記遠位の端部から延びている軸に対して平行に延び
ている１または複数のブリッスルを備える、請求項１５に記載の塗布具。
【請求項１７】
　前記細部用チップは、前記第３の区画の前記遠位の端部に取り外し可能に取り付けられ
ている、請求項１６に記載の塗布具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的な化粧用塗布具に関する。特に、本発明は、まつげに化粧用組成物を
塗布するための塗布具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マスカラ塗布具またはブラシの一般的な目的は、容器から十分な供給量のマスカラを保
持し、落とすことなく容器のリザーバから運び、それをまつげに均等に塗布することであ
る。塗布具は、このような目的を、まつげの上に材料の凝集やだまを置くことなく達成し
なければならない。
【０００３】
　従来のマスカラ塗布具は、一般的に、曲がりくねったワイヤの芯とブリッスル部分を有
するブラシを含んでいる。ブリッスル部分は、一般的に、その長さに沿って均等に離間し
た、多数の一様な大きさのブリッスルを含んでいる。このような塗布具は、一般的に、ま
つげ上にマスカラを付することは可能であるが、精密または細かい手段において全てのま
つげ、特にまつげの内域部分、中域部分および外域部分への、製品の塗布を促進させるこ
とはない。そのため、使用者は、種々の塗布具を運んだり、まつげを被覆するために不自
然な使用法においてブラシを手で巧みに扱わなければならない。
【０００４】
　このように、単一のストロークで、使用者の内域部分、中域部分および外域部分のまつ
げを均等に被覆することが可能な複数の区画を有する単一の化粧用塗布具を提供すること
が望まれている。
【発明の概要】
【０００５】
　前述した目的等に従い、本発明は、使用者のまつげに組成物を塗布するための塗布具を
提供する。当該塗布具は、使用者のまつげの外域部分、中域部分および内域部分のそれぞ
れを組成物（例えばマスカラ）で被覆するよう適合される、大区画、中区画および小区画
を有する塗布具要素を含む。塗布具要素の３つの区画は、凝集することなく組成物の均一
の塗布を促進するようにサイズ化され、離間したブリッスルを含んでいる。
【０００６】
　本発明の１つの観点では、まつげに製品を塗布するための塗布具が提供される。塗布具
は、塗布具要素の近位の端部に直接または間接的に取り付けられるハンドルを含む。塗布
具要素は、近位の端部から遠位の端部まで、連続して、第１の区画、第２の区画および第
３の区画を含む、概して細長い胴部を有する。３つの区画は、それぞれ、胴部から放射状
に延びている複数のブリッスルを含む。隣接しているブリッスルの間の間隔は、典型的に
は、第１の区画において最も大きく、第３の区画において最も小さくなっている。
【０００７】
　１つの実施の形態では、塗布具要素の３つの区画のそれぞれの最も長いブリッスルは、
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それぞれの他の区画における最も長いブリッスルと、異なる長さでもよい。例えば、第１
の区画における最も長いブリッスルは、第２の区画における最も長いブリッスルよりも長
く、当該第２の区画における最も長いブリッスルが、第３の区画における最も長いブリッ
スルよりも長くてもよい。さらに、それぞれの区画内のブリッスルの長さは、それぞれの
区画に対して概して卵形または球状の外観を与えるよう、変化していてもよい。
【０００８】
　図面および添付の請求の範囲を含む以下の本発明の詳細の記載を読んだ後には、これら
および本発明における他の観点は、当該分野の当業者に明らかとなるであろう。
【０００９】
　本発明の好ましい実施の形態は実施例として示されており、以下の図面に限定されるわ
けではない。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明による塗布具の代表的な実施の形態を示す図である。
【図２Ａ】本発明による代表的な塗布具要素の上面図である。
【図２Ｂ】本発明による代表的な塗布具要素の側面図である。
【図３】本発明による代表的な塗布具要素の前面図である。
【図４】代表的な実施の形態による、材料の塗布のためのプロセス図解を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　ここに使用される全ての用語は、特に規定しない限り、当該分野における通常の意味を
有するものとする。
【００１２】
　ここに記載される塗布具要素は、化粧用組成物のような組成物をまつげに塗布するため
に適しており、まつげの美的外観をさらに改善するようグルーミングの効果を与えるため
にも適し得る。特に、本発明による塗布具要素は、限定はされないが、着色および無着色
マスカラ、医薬品としておよび／もしくは化粧品として活性なまつげ用組成物、複数成分
のマスカラ製剤の１以上の部分、または、これらの組み合わせを含む、まつげ用組成物の
まつげへの塗布に有益である。
【００１３】
　図１に、本発明による代表的なマスカラ塗布具が示されている。塗布具は、塗布具要素
１１０、ロッド１０２およびキャップ１０３を備えている。
【００１４】
　塗布具要素１１０は、近位の端部から遠位の端部まで延びている、円柱状の成型プラス
チック胴部１１１を備えている。図において示されるように、塗布具要素１１０は、胴部
が実質的にブリッスルで覆われるように、胴部１１１から外側に突き出ている複数のブリ
ッスル１２０（当該分野において“ｔｉｎｅ（枝）”とも言及されることもある）を備え
ている。胴部１１１およびブリッスル１２０は、任意の適当な材料で一体的に成型されて
もよい。材料には、例えば、熱可塑性ポリエステルエラストマー、熱可塑性ポリウレタン
エラストマー、またはＳＢＳもしくはＳＥＢＳを含む複合化合物系熱可塑性材料のような
、プラスチック材料が挙げられる。１つの実施の形態では、胴部１１１およびブリッスル
１２０は、射出成型されてもよい。概して、胴部１１１およびブリッスル１２０は、米国
特許第７，３２５，５５０号明細書（Ｅｃｋｅｒｓ　ｅｔ　ａｌ．）において記載されて
いる方法によって製造されてもよく、その全体においてここに参照により組み込まれる。
【００１５】
　胴部１１１は、好ましくは約２０ｍｍから約４０ｍｍまで、より好ましくは約２５ｍｍ
から約３５ｍｍまで、最も好ましくは約３０ｍｍの長さを有している。胴部１１１の幅お
よび／または直径は、その長さに沿って変化していってもよいし、端から端まで一定であ
ってもよい。１つの実施の形態では、胴部１１１は、近位の端部に近い最も厚い箇所にお
いて約３ｍｍの幅を、遠位の端部に近い最も薄い箇所において約２ｍｍの幅を有する。し
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かし、他の実施の形態においては、胴部１１１は、約１ｍｍから約４ｍｍまでの、一定ま
たは変化する厚さを有し得る。
【００１６】
　わずかに曲がった円柱形状を有するものを示したが、胴部１１１は、まつげに製品を塗
布するために適切な任意の形状であってもよい。例えば、実質的に線形状のもの、または
連続して曲がった形状のものを挙げることができる。特定の実施の形態では、胴部１１１
は、閉じた曲線または多角形の断面形状を有してもよい。例えば、円形、楕円、長円、三
角形、正方形、矩形、五角形、六角形、八角形、星形または多角形等を挙げることができ
る。好ましくは、胴部１１１は、塗布する間に曲がらないように実質的に硬直なものであ
る。しかし、特定の実施の形態では、胴部１１１は、塗布前に使用者により形を手で整え
ることができるよう（例えば、曲げられるよう）柔軟性を有するものとしてもよい。
【００１７】
　図に示されるように、塗布具要素１１０は、マスカラのような化粧用組成物を保持し、
放つための複数のブリッスル１２０を含んでいる。典型的には、それぞれのブリッスル１
２０は、その先端よりも広い基底を有する突起物および／または枝として示されてよい。
特定の実施の形態では、ブリッスル１２０は、留め具固定、融合、接着または成型法を含
む当該分野における任意の公知の方法によって、胴部１１１に固定され得る。ブリッスル
１２０は、1回投与量の製品の保持および転写を可能とする適切な任意の表面（例えば、
テクスチャ加工された、または滑らかな表面）を備えてもよい。さらに、ブリッスル１２
０で、まつげに対し美的に満足できる外観の多数のタイプを与えられることを可能として
もよい。当該外観としては、例えば、ボリュームアップした外観、分離している外観（す
なわち、まつげが個々に分離している状態となっている外観）、カールした外観等を挙げ
ることができる。
【００１８】
　本発明の１つの実施の形態によるブリッスル１２０は、典型的には、１０ｍｍより短い
長さ、７．５ｍｍより短い長さ、５ｍｍより短い長さ、および２．５ｍｍより短い長さで
あろう。１つの実施の形態では、ブリッスル１２０は、０．１ｍｍと３ｍｍとの間におけ
る長さである。別の実施の形態では、ブリッスル１２０は、基底において測定した際に、
約０．２と約０．８との間の直径を有し、典型的には約０．５ｍｍの直径を備える。以下
に詳細に記載するように、ブリッスル１２０は、ブリッスルのうちのいくつかまたは全て
が、変化している直径、長さまたは断面形状を有するよう、形成されてもよい。例えば、
いくつかのブリッスル１２０が１つの直径、長さおよび／または形状を有するようにして
、他のブリッスルは別の直径、長さおよび／または形状を有するようにしてもよい。さら
に、個々のブリッスル１２０の断面形状または直径も、それらの長さに沿って変化しても
よい。ブリッスル１２０は、限定されないが、胴部１１１と一体化していてもよいし、内
部に埋め込まれた合成または天然繊維でもよい。
【００１９】
　本発明の塗布具要素１１０では、胴部１１１を備える少なくとも３つの区画（１３０、
１４０、１５０）を含む。当該区画（１３０、１４０、１５０）は使用者のまつげの異な
る部位にかみ合うよう適合されており、化粧用組成物の塗布を改善し、または美的に満足
できるグルーミングの効果を与える。この場合、使用者は、分離した個々の器具を持ち運
び使用する必要もなく、不自然な方法において塗布具を手で巧みに扱う必要もない。例え
ば、塗布具要素１１０は、まつげの内域部分、中域部分および外域部分へのそれぞれへの
マスカラの塗布のために、小区画１５０、中区画１４０および大区画１３０を含んでもよ
い。そのような器具によると、例えば単一のストロークによる、化粧用組成物の改善され
た塗布を可能とする。当該区画（１３０、１４０、１５０）については、図２に関して以
下に詳細に記載する。
【００２０】
　いくつかの実施の形態では、塗布具要素は、その遠位の端部において細部用チップ１６
０を含む。細部用チップ１６０はブリッスル１２０を備えており、まつげの内側のコーナ
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ーに届くように使用してもよい。細部用チップについては、図３に関して以下に詳細に記
載する。
【００２１】
　いくつかの実施の形態では、ハンドル１０５は、塗布具要素１１０の近位の端部に固定
される。ハンドル１０５は、可逆的に（脱着可能に）化粧用組成物の容器に固定できるキ
ャップ１０３を含んでもよい。また、ロッド１０２も含んでもよく、ロッド１０２はその
一端部においてキャップに固定されており、他の端部において塗布具要素１１０に固定さ
れている。ハンドル１０５は、使用者が手や指で塗布具を掴んだり（握ったり）、形を整
えたりすることを可能とする。特に、ハンドル１０５の大きさおよび形状によって、使用
者が親指と人差し指との間でハンドルを掴み、まつげにマスカラ組成物を塗布するために
塗布具を手で巧みに扱うことが可能となる。また、ハンドル１０５の大きさおよび形状に
よっては、使用者が手のひらの中でハンドルを握るようにして、グルーミングの効果を与
えるために、まつげに対し塗布具を手で巧みに扱うこともできる。
【００２２】
　図２Ａによると、本発明による塗布具要素１１０の上面図が例示されている。図に示さ
れているように、塗布具要素１１０は、胴部１１１の縦軸Ｉ－Ｉに沿った３つの区画、大
区画１３０、中区画１４０および小区画１５０を備えている。それぞれの区画は、概して
卵形または球形状をなすようなパターンにおいて配置された、ブリッスル１２０のアレイ
を備えており、より短いブリッスルはそれぞれの区画の端部の方に、より長いブリッスル
はそれぞれの区画の中央の方に配置されている。アレイの密度（すなわち、ブリッスル同
士の距離）は、製品が凝集することなくまつげの異なる部分（外域、中域、内域）に均等
に塗布できるよう、区画（１３０、１４０、１５０）によって変化させている。
【００２３】
　図に示されるように、大区画１３０は、使用者の目の外側のコーナーに向いて配置され
ている最も長いまつげにかみ合うよう適合される。大区画１３０は、約２ｍｍから約５ｍ
ｍの長さに変化している多数のブリッスル１２０を備えている。ブリッスル１２０は、大
区画１３０の中央の方に向かって長さが増加し、区画の端部の方に向かって長さが減少す
るよう示されており、当該区画は球形状に近似している。ブリッスルは、典型的には、約
２ｍｍから約３ｍｍ離れて配置されており、最も典型的には約２．５ｍｍ離れて配置され
ている（例えば、２．５２ｍｍ）。これは、１つのブリッスルの先端から、隣接するブリ
ッスルの先端までの距離を測定したものである。大区画１３０は、典型的には、約１０ｍ
ｍから約１５ｍｍの胴部１１１の縦軸Ｉ－Ｉに沿った合計長さを備えている。さらに、典
型的には約１２ｍｍだろう。従って、大区画１３０は、好ましくは約６０から約８０のブ
リッスル、より好ましくは約６５から約７５のブリッスル、最も好ましくは約７０のブリ
ッスル（例えば、７２のブリッスル）を備える。
【００２４】
　中区画１４０は、使用者の目の中央における中程度の長さのまつげにかみ合うように適
合される。中区画１４０は、約２ｍｍから約３．５ｍｍの長さに変化している多数のブリ
ッスル１２０を備える。当該ブリッスル１２０も、中区画１４０の中央に向かって長さが
増加し、当該区画の端部の方に向かって長さが減少するよう示されており、当該区画は球
形状に近似している。ブリッスルは、典型的には、約１．５ｍｍから約２ｍｍ離れて配置
されており、最も典型的には約１．９ｍｍ離れて配置されている（例えば、１．８９ｍｍ
）。これは、１つのブリッスルの先端から、隣接するブリッスルの先端までの距離を測定
したものである。中区画１４０は、典型的には、約８ｍｍから約１０ｍｍ、さらに典型的
には約９ｍｍの胴部１１１の縦軸Ｉ－Ｉに沿った合計長さを有している。従って、中区画
１４０は、好ましくは約６０から約８０のブリッスル、より好ましくは約６５から約７５
のブリッスル、最も好ましくは約７０のブリッスル（例えば、７３のブリッスル）を備え
る。
【００２５】
　小区画１５０は、使用者の目の内側のコーナーに向いて配置されている最も短いまつげ
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にかみ合うように適合される。小区画１５０は、約２ｍｍから約３ｍｍの長さに変化して
いる多数のブリッスルを備える。当該ブリッスル１２０も、小区画１５０の中央に向かっ
て長さが増加し、当該区画の端部の方に向かって長さが減少するよう示されており、当該
区画は球形状に近似している。ブリッスルは、典型的には、約１ｍｍから約１．５ｍｍ離
れて配置されており、最も典型的には約１．３ｍｍ離れて配置されている（例えば、１．
２６ｍｍ）。これは、１つのブリッスルの先端から、隣接するブリッスルの先端までの距
離を測定したものである。小区画１５０は、典型的には、約５ｍｍから約８ｍｍ、最も典
型的には約６ｍｍの胴部１１１の縦軸Ｉ－Ｉに沿った合計長さを備えている。従って、小
区画１５０は、好ましくは約７０から約９０のブリッスル、より好ましくは約７５から約
８５のブリッスル、最も好ましくは約８０のブリッスルを備える。
【００２６】
　１つの実施の形態では、３つの区画（１３０、１４０、１５０）および／または細部用
チップは、スナップフィット結合構造または相補的なネジによるようなもので、互いに取
り外し可能に取り付けられてもよい。例えば、大区画１３０の遠位の端部が、中区画１４
０の近位の端部におけるネジとかみ合うネジを備えていてもよい。別の例では、中区画１
４０の遠位の端部が、小区画１５０の近位の端部のスナップフィット結合構造によってか
み合う結合構造を備えていてもよい。さらに別の例では、小区画１５０の遠位の端部が、
遠位チップ１６０の近位の端部上の相補的なネジとかみ合うネジを備えていてもよい。こ
のように、使用者は、組み立てられていない状態で塗布具を保管していてもよいし、細部
用チップ１６０の有無、かつ任意の数の、小区画１５０、中区画１４０および／または大
区画１３０を含むよう塗布具をカスタマイズしてもよい。
【００２７】
　塗布具要素１１０はその近位の端部においてハンドルのロッドとかみ合う（図示せず）
スナップフィット結合構造１１４を備えるよう示されており、その結果、塗布具要素１１
０は、使用者がまつげに組成物を塗布する際に容易に扱い得るようになっている。スナッ
プフィット結合構造１１４として示されているが、当該分野において公知である任意の他
の手段によって塗布具要素がロッドに取り付けられてもよく、限定はしないが、適切なね
じ加工等が挙げられる。
【００２８】
　図２Ｂにおいて、塗布具要素１１０の側面図が示されている。図に示されるように、塗
布具の胴部は、まつげの自然な形状に合うよう軸Ｉ－Ｉについて好ましくは曲がっており
、その結果、小区画１５０、中区画１４０および大区画１３０は、それぞれ、まつげの内
域部分、中域部分および外域部分とより適切にかみ合うようになっている。このように、
塗布具要素１１０の胴部１１１は、当該曲線の半径が約４０ｍｍから約６０ｍｍ、好まし
くは約５０ｍｍであるように曲がっていてもよい。また、上述したように、胴部１１１は
、典型的には硬直したものであるが、使用者が望む湾曲にするために胴部を曲げたり形を
手で整えたりすることができるよう、柔軟性を有するように製造されていてもよい。
【００２９】
　図３では代表的な塗布具の前面図が示されており、塗布具は任意の細部用チップ１６０
を備えている。細部用チップ１６０は、使用者の目の最も内側のコーナーに対して製品を
塗布するために使用され得る。細部用チップ１６０は、約１０から約２０のブリッスル１
２０、好ましくは約１５のブリッスルを備える。図に示されるように、１つまたは複数の
ブリッスル１２０が、塗布具の面に対して平行または平行に近い形で埋め込まれ得る。１
つまたはそれより多くのブリッスル１２０は長さおよび位置において変化してもよいが、
典型的には約０．５ｍｍから約５ｍｍ、より典型的には約１ｍｍから約３ｍｍ、最も典型
的には約２ｍｍの長さを備えている。
【００３０】
　１つの実施の形態では、細部用チップ１６０は、塗布具要素１１０の一体化している部
分として製造され得る。しかし、他の実施の形態では、細部用チップ１６０は、塗布具１
１０の遠位の端部に対し恒久的に固定され得るし、または取り外し可能および／もしくは
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交換可能であり得る分離した別個の部分であってもよい。また、細部用チップ１６０は任
意であり、塗布具の遠位の端部は、単純に、平坦または丸いブリッスル１２０を持たない
表面を備え得るということは、想到されることだろう。
【００３１】
　図４の４Ａから４Ｃでは、代表的なプロセス図解が示されている。図に示されるように
、塗布具要素１１０はハンドルに取り付けられている。ハンドルは、容器１８０に対して
可逆的に固定されえるキャップ１０３、および、その近位の端部においてキャップに固定
されておりその他方の端部において塗布具要素に固定されているロッド１０２を含んでい
る。
【００３２】
　ロッド１０２の形状は特に重要なことではないが、細長い形状を有してもよいし、中実
または中空状の内部を有してもよい。例えば、ロッド１０２は、中実状の細長い円柱形状
であってもよいし、内部に当該ロッドの縦軸と同心の円柱状の空間を備える中空状の細長
い円筒形状であってもよい。または、当該ロッドは、不規則な断面、Ｕ形状断面等を有し
てもよい。ロッドの他の適した形状としては、閉じた曲線または多角形の断面形状を有す
る、中実または中空状の延長した形状を含んでもよい。当該断面形状は、例えば、円形、
楕円、長円、三角形、正方形、矩形、五角形、六角形、八角形、星形多角形等を挙げるこ
とができる。さらに、ロッドは、柔軟性を有するもの、半柔軟性を有するもの、硬直なも
の、または半硬直なもののような、任意の適した材料から製造され得る。
【００３３】
　キャップ１０３は、好ましくは、容器１８０の一部を覆って適合する大きさとなってお
り、任意の適した可逆的な連結メカニズムを使用して容器のネックの部分と可逆的にかみ
合うことができるようになっている。好ましい実施の形態では、容器１０８のネックの部
分とキャップ１０３は、相補的なネジを有している。別の実施の形態では、容器１０８の
ネックの部分は切欠き部（ノッチ）を含んでおり、キャップ１０３が、当該切欠き部にか
み合うために、対応する窪み部を含んでいてもよい。
【００３４】
　好ましくは、塗布具要素１１０、ロッド１０２、キャップ１０３および容器１８０を含
むキットは、射出成型および／または射出吹込成型を用いて製造される、プラスチック、
金属および／または熱可塑性エラストマーから作られ、スナップフィット結合構造組み立
て部品により組み立てられ得る。しかし、任意の他の材料、製造および／または組み立て
方法も利用され得ることは、想到されることであろう。特に、キャップ１０３と容器１８
０は、金属的な外観を提供するため、陽極酸化プラスチック材料で作られてもよい。
【００３５】
　容器１８０は、過剰に付いた製品を塗布具要素１１０から取り除くため、少なくとも１
つのワイパー（製品をぬぐうもの）を含んでもよい。塗布具要素１１０は、容器１８０と
組み合わせて使用されてもよく、まず容器内に塗布具を配置することにより、塗布具要素
を製品に接触させる。
【００３６】
　図４の４Ｂに示されるように、塗布具１００は容器１８０から取り出され、塗布具上の
製品（例えば、マスカラのような化粧用組成物）の1回投与量を調整する。塗布具１００
が容器１８０から取り出される間において、ワイパーは、平滑化する動き（スムージング
モーション）により塗布具要素１１０から過剰な製品を取り除き、容器内へと当該過剰な
製品を押し戻す。
【００３７】
　ワイパーは、容器１８０の内部または外部の表面に取り付けられていてもよいし、それ
らと一体化した部分であってもよい。そして、当該ワイパーは、塗布具要素１１０の大区
画、中区画および／または小区画から、過剰量の化粧用組成物を取り除くことができる。
いくつかの実施の形態では、ワイパーは、容器１８０の開口に取り付けられ得るか、また
は当該開口と一体化した部分であり得る。好ましくは、ワイパーは、容器１８０のネック
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【００３８】
　ワイパーが任意の適した大きさ、および／または形状を有し得ることは、想到されるこ
とであろう。好ましくは、ワイパーは、容器１８０から塗布具１００が取り出される際に
、単一での動き（モーション）で以って、塗布具要素１１０の小区画、中区画および／ま
たは大区画から過剰量の化粧用組成物を取り除くことが可能となる、適切な大きさ、およ
び／または形状となっている。１つの実施の形態では、ワイパーは、一般的に、塗布具要
素１１０の断面と適合する形状を有している。
【００３９】
　図４の４Ｃに示されるように、塗布具要素１１０が製品で含浸させられた後に、塗布具
１００は、所望する構造または表面に材料を塗布するために使用され得る。マスカラの場
合、付着状態の塗布具要素１１０は、使用者のまつげにマスカラを塗布するために使用さ
れ得る。図に示されるように、使用者は、塗布具要素１１０を、まつげ範囲（スパン）の
全体の幅と並べ得る。そして、まつげを塗布具要素１１０と接触させることにより、マス
カラは塗布具要素からまつげに移され得る。また、例えば、使用者は、塗布具要素をまつ
げの根元に接触させて位置づけるよう、塗布具要素１１０をまつげ上に配置することが可
能である。その後、使用者は、塗布具要素１１０を、まつげに沿って先端に向かわせ、ま
つげが塗布具と作用するよう力を加えながら引き得る。塗布具要素１１０の新規な形状の
ために、この簡易化された動作により、さらに包括的な塗布適用での効果を提供し、使用
者に、まつげの全体（例えば、まつげの内域部分、中域部分および外域部分）においてマ
スカラを一様、かつしっかりとコーティング塗布させることを可能とする。
【００４０】
　これらの実施の形態は本発明のいくつかの観点の例示として意図したものであるため、
ここに開示され請求される本発明は、記載された特定の実施の形態により、観点において
限定されるものではない。任意の同等の実施の形態は、本発明の観点内のものであると意
図される。実際に、当該分野の当業者によれば、前述の記載から、ここに示され記載され
たものに加え、本発明の多数の変形例が明らかとなるだろう。そのような変形例も、添付
の請求の範囲の観点内にあるものと意図する。ここに記された全ての文献は、それらの全
体において参照により組み込まれる。
【００４１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、３５　Ｕ．Ｓ．Ｃ．１１９（ｅ）の下、２０１１年１０月２８日に出願された
、米国特許出願番号第１３／２８３，９２７号についての優先権の利益を主張し、その出
願の開示内容は全体として参照によりここに組み込まれる。
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